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力を合わせて「そーれっ！」力を合わせて「そーれっ！」
　毎年恒例の綱引き大会。　毎年恒例の綱引き大会。
　たくさんの声援のなか、子どもたちは声　たくさんの声援のなか、子どもたちは声
を揃えて力いっぱい綱を引いていました。を揃えて力いっぱい綱を引いていました。



琴・ネブタ囃子…etc

社会教育団体
のあれこれ
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社
会
教
育
団
体
の
課
題
や
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、地
域
の
社
会
教
育
力

向
上
を
目
指
し
た
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

2
月
27
日
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
で
学
ぶ
生
涯

学
習
」。
約
40
名
の
参
加
者
が
、
町
内
で
活

動
し
て
い
る
社
会
教
育
団
体
の
活
動
や
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
団
体
と
は
、
学
校
の
教
育
活
動

を
除
い
た
、
青
少
年
や
成
人
に
対
し
て
行
わ

れ
る
組
織
的
な
教
育
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
町
内
で
活
動

し
て
い
る
社
会
教
育
団
体
の
活
動
を
学
び
町

全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
5
団
体
の
代

表
者
か
ら
活
動
報
告
や
現
状
の
課
題
な
ど
発

表
が
あ
り
、
各
団
体
と
も
会
員
数
の
減
少
や

後
継
者
不
足
が
課
題
で
あ
る
と
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

「
各
団
体
の
成
果
や
課
題
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
各
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
が
行
わ
れ
、「
各
地
区

の
集
会
所
を
活
動
の
場
に
し
て
い
け
ば
」「
月

に
1
度
各
団
体
を
紹
介
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成

し
て
は
ど
う
か
」「
婦
人
会
の
名
称
を
マ
ダ

ム
の
会
な
ど
に
変
え
る
の
は
ど
う
か
」
な
ど

忌
憚
の
な
い
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
、
社
会
教
育
団
体
の
現

状
を
理
解
し
会
員
数
の
減
少
な
ど
の
課
題
に

ど
う
立
ち
向
か
え
ば
い
い
の
か
を
考
え
、
住

民
一
体
と
な
っ
て
社
会
教
育
を
推
進
し
て
い

こ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
1
日
で
し
た
。

　
生涯学習フォーラム生涯学習フォーラム

社会教育を学ぶ
生涯学習フォーラム生涯学習フォーラム

　平成14年から琴を習い始め師範等の資格を取得。
琴の素晴らしさを知ってもらいたいと平成20年に
「深浦教室クローバーの会」を設立し現在は週 1
回の練習と、老人施設の慰問や青森市などで演奏
活動を 7名で行っています。
　随時会員を募集しており「左右の手で違う動き
ををするので老化防止に役立ちます」と話してい
ました。

　昭和40年から一部愛好者により修練が重ねられ、
昭和47年に保存会を発足し44周年を迎えた団体。
深浦ネブタの合同運行やチャンチャンまつりなど
で演奏、また、子どもたちへ囃子の指導を行うな
ど会員18名で精力的に活動しています。今後は町
の財産として後継者を育成し伝承していきたいと
語っています。

　町村合併に伴い平成17年 5 月に発足。現在は32
団体780人が加入しゲートボール大会や演芸大会
など相互に親睦を図るための事業を実施していま
す。
　各クラブ会員の高齢化や新規加入者の減少によ
り、本来の活動ができない状況であるため、意識
改革を進め活動を継続していきたいと話していま
した。

　平成23年 9 月に深浦、大戸瀬、岩崎の婦人会が
まとまり連合会を発足しました。
　会員数は166名で、各地区で老人施設への慰問
やぞうきんの寄贈、芸能発表会など様々な活動を
しています。
　「婦人会は町の縁の下の力持ち」と自覚し、町
を良くしようと活動しています。

　初めて聞いた読み聞かせに感動し、深浦にも読
み聞かせ団体を設立したいと思い発足。放課後子
ども教室「レッツ！ふかうら」や小中学校での実
演、老人施設の慰問などを行っています。
　「読み聞かせは心と心をつなぐもの」と話し、
本から学べる知識を読み聞かせで広めていきたい
と活動しています。

深浦町老人深浦町老人
クラブ連合会クラブ連合会
会長　草野　力丸

深浦町深浦町
連合婦人会連合婦人会
会長　宮本千恵子

琴伝流・大正琴琴伝流・大正琴
深浦教室深浦教室

クローバーの会クローバーの会
会長　古川　信子

深浦ネブタ深浦ネブタ
囃子保存会囃子保存会

事務局長　工藤　清典

読み聞かせ・読み聞かせ・
ふかうら・ふかうら・
だんぶりだんぶり

会長　山本　幸子
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深浦町総合戦略課　企画調整係
　電話　74－2122

くらしが育む女性たちの知恵

気持ちを一つに綱を引く

生きがい活動支援員研修会を開催

町内小学校卓球大会新人戦開催！

／
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ヨーガを実践する支援員たち

フィットネス指導を受ける参加者

声援を力に綱を引く子どもたち

　深浦・鰺ヶ沢の女性たちのくらしの知恵と技術を披露す

る「くらしの工夫展」が、鰺ヶ沢町農村開発センターで行

われました。

　同工夫展には、昔ながらの郷土料理や特産品を使った料

理、衣類をリフォームしたものなど、97点の自慢の作品が

並びました。

　なお、当町のコンクール入賞者は次のとおり。

コンクール入賞者の紹介
　青森県知事賞　中林　せい（ 4区）

　深浦町長賞　　萱森真恵子（岩崎上）

【地域農産物を使った料理・加工品の部】

•奨励賞

　萱森真恵子（岩崎上）人参チーズケーキ、杏人参豆腐

　堀内きよ子（沢　辺）里いもの磯辺焼き

　大石　京子（沢　辺）菊イモでいろいろ

【地域水産物を使った料理・加工品の部】

•奨励賞

　中林　せい（ 4　区）ごっこのとも和え

•アイディア賞

　中林れい子（ 4　区）あじ野菜たっぷりマリネ

　生きがい活動支援員を対象とした研修会が、フィットネス
プラザゆとりで開催されました。
　「生きがい活動」は高齢者等の生きがいづくりを目的とし
て町内全地区で開催されています。
　研修会では、トレーニングアドバイザーで一般社団法人日
本ヨーガ療法学会認定ヨーガ教師の小泉洋さんが「高齢者を
ヨーガで元気に」と題し講演。小泉さんは「呼吸を意識すれ
ば、ポーズにはあまり捉われなくても大丈夫なので、高齢者
の方でも取り入れやすいと思う。介護予防・認知症予防にも
効果があると言われているので、今後の生きがい活動にぜひ
活かしてほしい」と支援員に向けてメッセージを送りました。

　岩崎スポーツセンターで綱引大会が行われました。
　大会には、町内の子ども会や秋田県八峰町のチームなど、
17チームが出場し「そーれ！」の掛け声とともに熱戦が繰り
広げられました。
　選手たちは、全身を使って力いっぱい綱を引き、気持ちい
い汗を流しました。
　なお、大会結果は次のとおりです。
大会結果
　ジュニアの部　　　　　　　　混合の部
　　優勝　水沢野球クラブ（秋田県

八峰町） 優勝　正久森育成会　　
　　 2位　岩崎子ども会Ａ 2 位　沢辺育成会　　　
　　 3位　いわさき南子ども会 3 位　いわさき南育成会

　町民体育館で町内小学校卓球大会新人戦が開催され、各
小学校やクラブから28名の選手が参加して熱戦が繰り広げ
られました。
　各種目の結果は次のとおり。

○ 4・5年男子の部
　決　勝　前　田　悠　人　 3― 0　熊　谷　颯　太
　　　　（修道卓球クラブ）　　　　（深浦卓球クラブ）

○ 4・5年女子の部
　準決勝　菊　池　星　音　 3― 0　宮　西　優　羽
　　　　（白神ジュニア）　　　　（い わ さ き 小）
　　〃　　岩　根　麻　羽　 3― 1　鈴　木　茜佳梨
　　　　（深浦卓球クラブ）　　　　（いわさき小学校）
　決　勝　菊　池　星　音　 3― 2　岩　根　麻　羽
　　　　（白神ジュニア）　　　　（深浦卓球クラブ）

○ 2・3年女子の部
　準決勝　前　田　栞　菜　 3― 0　大　屋　友莉菜
　　　　（修道卓球クラブ）　　　　（いわさき小学校）
　　〃　　熊　谷　琉　那　 3― 0　松　沢　柊　利
　　　　（深浦卓球クラブ）　　　　（深 浦 小 学 校）
　決　勝　前　田　栞　菜　 3― 0　熊　谷　琉　那
　　　　（修道卓球クラブ）　　　　（深浦卓球クラブ）

○一年以下男女の部（リーグ戦）
　一　位　川　村　佑　月（白神ジュニア）
　二　位　前　田　知　輝（修道卓球クラブ）
　三　位　佐　藤　昂　誠（修道卓球クラブ）

　12月～ 2月までの 3か月間、高齢者の介護予防を目的とし
た「げんきアップ教室」が、フィットネスプラザゆとり等を
会場に週 1回、フィットネストレーナーによる運動指導や歯
科衛生士による口腔ケア指導、栄養士による栄養指導と合わ
せて開催されました。
　フィットネストレーナーからは、テニスボールやピラティ
スボール、エクササイズチューブを使用した運動や道具が無
くても家庭で応用できる方法も紹介されていました。 3か月
間欠かさず参加した人は「回を重ねるごとに、体の動きが改
善し、動きにくかった膝や肩、股関節がスムーズに動くよう
になった。周りからは、歩く姿も格好良くなったと言われ、
参加してよかった。」と効果を実感していました。

／

／

介護予防の秘訣は？

【快適な農作業衣及びアイディア・工夫作品の部】

•奨励賞

　佐藤　靖子（岩崎下）　壁掛け

　後藤　みつ（12　区）　スタンド（ランプ）

　大石　京子（沢　辺）　ふだん着

　近藤さちき（岩崎上）　造花

•アイディア賞

　境　　禮子（岩崎下）　バッグ 3点

　原田マリ子（正道尻）　ケープ

／

青森県知事賞を受賞した中林さん

優勝者のみなさん
（左から川村さん、前田（栞）さん、菊池さん、前田（悠）くん）
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講演した工藤英美さん

マグロにスマホを向ける参加者

図鑑を見ながら昆虫づくり

／

／
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　町民の皆さんにジオパークを知ってもらおうと秋田県八峰町の
八峰白神ジオパーク推進協議会（辻正英会長）主催の講演会が開
催されました。
　ジオパークとは貴重な地質や地形を楽しく学ぶことのできる
「大地の公園」のことです。八峰白神ジオパークは、2012年に日
本ジオパーク委員会から認定されています。
　講演会では、同協議会工藤英美顧問が講師となり、ジオパーク
や十二湖の誕生などについて講演しました。
　出席した約60名の参加者はジオパークについて学び、十二湖の
成り立ちなど熱心に聞き入っていました。

　冬こそ美味しい深浦の魚介類や農産物を味わってもらおうと
「グルメｉｎふかうら」が、 2月の毎週土曜日、町内の宿泊施設
で開催されました。
　このうち、20日の黄金崎不老ふ死温泉では、約50㎏の本マグロの
解体ショーが行われました。マグロに合うスパークリングワイン
「マグスパ」なども提供され参加者は深浦グルメを満喫しました。
　その他の施設でも趣向を凝らしたアトラクションや宿泊券など
があたる抽選会などが開催され、大いに盛り上がりました。

　青森県産業技術センター食品総合研究所及び下北ブランド研究
所が今年度開発・試作した加工品の展示試食会を役場食堂で開催
しました。
　展示試食会には、サケやイカ、サメといった日本海側で水揚げ
される魚を使用した27種類の加工品が並びました。来場した町内
加工業者や漁協女性部など約50名がサメを酢でしめたシメサメや
マグロジャーキーを実際に試食し、味付けや作り方を研究所職員
に熱心に質問していました。

　ウェスパ椿山昆虫館では、「紙粘土で昆虫作り体験」を開催して
おり、家族連れなどが楽しみながら思い思いに昆虫を製作してい
ます。
　つがる市から体験に訪れた山下三矢毘くん（ 6歳）は、「ヘラク
レスオオカブトの角の部分を頑張った。カブトムシ大好き」と笑
顔で話してくれました。
　作品受付は 3月21日まで。詳しくはウェスパ椿山（TEL75－
2261）へ。

新たな加工品づくりを学ぶ

紙粘土で昆虫を作ろう！

ジオパークってなーに？

深浦のグルメを豪快に味わう

　町連合婦人会とつがるにしきた農協女性部主催の芸能発表会が 2月
21日、フィットネスプラザゆとりで行われ、約250人が踊りや歌を楽
しみました。
　 5回目を迎えた芸能発表会には 8地区が参加し、30を超える踊りや
カラオケが披露されました。
　色鮮やかな衣装を身に付け踊ったり、関取の格好に仮装したりとご
当地女優たちの多種多様な芸が会場を沸かせていました。
　演者らの息が合い見事に揃った演舞に、集まった観客は歓声を上げ
ていました。 12区「明日坂」

岩崎「三味線ブギウギ」

大戸瀬「当地興業」 崎の町「鹿児島小原節」農協女性部「女傑」

12区「古城」

岡町「おんな船」

川原町「ソーラン節」



小
腹
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～これが深浦のブランド特産品～～これが深浦のブランド特産品～

 特産品認定商品代表　清
せい

酒
しゅ

本
ほん

醸
じょう

造
ぞう

 深
ふか

浦
うら

丸
まる

　前 7時30分～午後 8時30分まで、基本無休。依頼があると配達も行っ
てくれる。食品、日用品、お酒を販売し、県証紙の取扱いも行ってお
り、創業は大正15年。
　イチオシ商品はオリジナルの地酒。約25年前から構想を練り始め、
18年前に販売を開始した。味はもちろん、デザインも 1つ 1つこだわ
りぬいている。
　認定商品の中でも 1番人気は「深浦丸」。特にそのまま飲めるワン
カップ人気は高く、飲み終わった後はカップとして使えるのも嬉しいね。

－ 清酒本醸造深浦丸 のあれこれ －
Ｑ基本情報は？－180㎖370円、720㎖1，890円。常温で約 1年間
Ｑオススメは？―冷やしてどうぞ！
Ｑ度　 数 　は？―15度
Ｑ町内の販売場所は？―自店、ウェスパ、アオーネ、またせん
使用しているお米はもちろん、深浦産。
ワンカップも四合瓶も白い器がキラリと光る！

◎温泉、ラーメン101、ガラス工房…̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
ふかうら開発の施設を全制覇してみませんか☆̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

特産品認定商品代表　つるつるわかめ
　　　　　　　　　　（麺つゆ、青じそ、中華スープ付）
　ふかうら開発は加工商品の製造・販売、宿泊・レジャー施設の運営
（ウェスパ椿山）、飲食店の経営（ラーメン101）を行っている。
　なかでもヒット商品と言えば「つるつるわかめ」。お客様の口コミ
を抜粋すると「ヘルシーで美味しい。何より便通が良くなりました。」
「かすかな磯の香りで、家族みんな大好きです!!!」「いろんな味を自
分で作れるので便利です」「洗わなくてもいいのがいいっっっっ。」。
　『手軽・美味しい・健康に良い』の三拍子そろったお土産品だね！

－ つるつるわかめ のあれこれ －
Ｑ種　類　は？－ 認定品の100gスープ付185円のほか、130g185

円、350g474円、500g648円、1㎏1，234円。レンジ
でチンして食べるタイプの商品も販売中です。

Ｑオススメは？－温かいそばつゆに入れてお召し上がりください！
Ｑ何カロリー？－100g 3 キロカロリーです。
Ｑ町内の販売場所は？－ 自社、アオーネ、こみせ、またせん、いか焼

き村等々！

『ふかうらのいいもの』に関するお問合せについては下記までご連絡ください。
特産品振興会事務局（観光課商工振興係）　0173－74－4412

11
時限目

特産品販売者をご紹介。先生は『ゆうひくん』にお願いします。特産品販売者をご紹介。先生は『ゆうひくん』にお願いします。
１時限ごとに販売者と商品（複数の場合は代表）を紹介していきます。１時限ごとに販売者と商品（複数の場合は代表）を紹介していきます。

【【 ㈱ふかうら開発  ㈱ふかうら開発 】】～舮作～～舮作～

【【 菊地商店  菊地商店 】】～深浦～～深浦～

ふかうら学ふかうら学

町村合併10周年記念事業町村合併10周年記念事業
「十二湖歩くスキーとかんじき森林セラピー体験会」「十二湖歩くスキーとかんじき森林セラピー体験会」

「子ども会ジュニアリーダー研修会」「子ども会ジュニアリーダー研修会」

　深浦町スポーツクラブ設立準備委員会では、スポーツ振興や「短命県返上」の一助として様々なスポー
ツイベントを実施しています。やってみたいスポーツなどありましたら是非ご相談ください。

◆問合せ先：深浦町スポーツクラブ設立準備委員会事務局　担当　吉田　74－4419

〇深浦町スポーツクラブ設立準備委員会からお知らせ

〇子ども会ジュニアリーダー研修会 …  次代を切り拓くたくましさと豊かな心をもつ青
少年の育成

〇歩くスキー＆かんじき森林セラピー体験会 … 住民の自主的なスポーツ活動・健康増進を促進
「第 2次深浦町中期社会教育計画より」

♡

へ～んしん！

組合せ自
由♪

組合せ自
由♪

な
ん
ぼ

　

め
ば
な
ぁ

☝

困ったことは
菊地商店へ！

「ラーメン101」のラーメンは
どれも美味しいんですよ。

菊地 聡明さ
ん（７区）

秋元智栄子さ
ん（沢辺）

12
時限目☜

深浦で作られてい
るつまみはどれも、
お酒に合う一級品
ばかり！

菊池さんの
深浦メモ

弁天島は海水浴がで
き、夕陽もきれいに見
えるお勧めスポット！

秋元さんの
深浦メモ

◎淡
たん

麗
れい

な口あたりとなめらかなのどごし̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
お酒好きな方へぴったりのお土産☆̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

雪深い森林は、
とても静かで神秘的な空間です。

「スノーシューハイキング」では、
クイズも出題されました。

　町村合併10周年を記念し、歩くスキーやかんじきトレッキン
グを通じて冬期の運動不足の解消と、冬の自然の素晴らしさを
体験することを目的に、 1月23日に十二湖で行われ、30名の方
が参加しました。
　今年は暖冬でしたが、十二湖の奥は雪深くスキーの初心者は
悪戦苦闘。それでも、笑顔を絶やすことなく無事に走破しました。
　普段見慣れた十二湖でも、冬の森林は葉がなく普段とは違った
ひらけた景色と神秘的な風景に触れ、新たな魅力を発見しました。
　終了後の食事会では、冷えた体に流し込む暖かい豚汁が、と
てもおいしかったです。

　子どもたちが現代の便利な日常から離れ、共同生活を通じて
自主性や協調性を養い、地域のジュニアリーダーとして活躍で
きるように養成することを目的に、毎年 1月に実施しています。
　今年は、 1月12日～13日にかけて、五所川原市の梵珠少年自
然の家で行われ、町内の各子ども会から11名が参加しました。
　スノーシューハイキングやチューブそり、アイスクリーム作
りなど、雪山ならではの体験活動に挑戦しました。
　食事の準備や、施設の清掃などでは、自発的に協力し合う姿
が見られ、手伝ってもらった際には「ありがとう！」と感謝を
伝えるなど、思いやりに溢れた 2日間でした。

　教育委員会では、町の社会教育推進に向けた事業を実施しています。その一つとし
て、「町民の主体的な学習の推進」を目指し、社会教育団体、グループ、サークルな
ど多くの団体の活動を支援しています。

　今回は、１月に行なわれた冬の体験型事業を紹介します。

お酒は
二十歳
から！

わかめ
100％



健康
万歩計
健康
万歩計
健康
万歩計

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さ
んが健康で元気に過ごすための必要な情
報を提供し、ドクターからのアドバイス
を紹介するコーナーです。

Sai~beauty salon~Sai~beauty salon~
   74-4336
   ayachan811987@gmail.com
   @sai2013

   ↓ご予約はこちらから↓

open　８：３０～
  深浦町大字広戸字家野上134-2
  定休日：月曜日、第３日曜日会社やお店の宣伝・

イベントの告知に
ご利用ください!

問合せ先
総合戦略課　企画調整係

74－2122
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手のしびれ　⑴ 手根管症候群
　手のしびれが心配で受診される患者さんは多いが、そ
の原因は多岐にわたる。主な原因として、脳血管障害、
頚椎疾患（ヘルニア等）、絞

こう

扼
やく

性神経障害、糖尿病性末
梢神経障害などがあげられる。脳梗塞などの脳血管障害
では急に片手がしびれ、腕に力が入りづらくなったり、
時に同じ側の足にも力が入らず、ろれつが回らないなど
の症状がみられる。口の周りもしびれる事がある（手

しゅ

掌
しょう

・ 口
くち

症候群）。糖尿病性多発性末梢神経障害では手よ
り足にしびれが出現しやすく、しかも左右対称性である。
　絞扼性神経障害とは、一本の末梢神経が絞めつけられ
ることで生じる単神経障害。つまり末梢神経が靱

じん

帯
たい

、あ
るいは骨と靱帯で囲まれた空間を通過する過程で、機械
的に圧迫を受けたり、絞扼されたりして起こる障害を意
味する。上肢では正

せい

中
ちゅう

神経の他に尺
しゃっ

骨
こつ

神経や橈
とう

骨
こつ

神経
などにこの障害がみられる。
　今回は絞扼性神経障害のなかでも比較的よくみられる
手根管症候群について概説する。手根管は手のひら側の
手関節部にあるトンネル。その中を正中神経と指を動か
す腱が走行する。本疾患はこのトンネル通過中の正中神
経が圧迫を受けて生じる末梢神経障害である。
　手根管症候群の発生原因は、解剖学的な異常、橈骨骨
折後、手根管内の腫瘍、リウマチ性滑

かつ

膜
まく

炎
えん

など、手根管
内圧上昇による圧迫や、妊娠、糖尿病、アミロイドーシ
ス、腎疾患、痛風など、ホルモンの変化や代謝性疾患に

随伴するものがある。しかし、最も多いのは、これら２
次性手根管症候群よりも、原因のはっきりしない特

とく

発
はつ

性
せい

手根管症候群である。女性に多く、男性の約２倍とする
報告もある。症状は示指、中指を中心にしびれや痛みを
生じ、最終的には母指から環指（の母指側半分）の指に
しびれ、痛みが拡がる。明け方に症状が強く、手を振る
ことで軽くなるのが特徴だ。ひどくなると母

ぼ

指
し

球
きゅう

筋
きん

（母
指の付け根の筋肉の膨らみ）が痩

や

せて、母指と示指でき
れいな丸（ＯＫサイン）ができなくなる。
　簡単な診断法としては、ファレン徴候（手関節屈曲位
保持でのしびれの誘
発・増強）、ティネ
ル徴候（手根部叩

こう

打
だ

によるしびれの放
散）の有無をみる。
　治療として、ステ
ロイドの手根管内注
入、消炎鎮痛剤投与、
シーネ固定などが行
われる。難治性例や
母指球筋の痩せた例、
腫瘤のある例などで
は手根管開放術が必
要となる。

むし歯
予防の
豆知識

『知っていますか？エナメル質形成不全』
　歯の表面のエナメル質がきれいに作られず、濃い白色、黄色や茶色に変色した状態や、むし歯で
はないのにくぼんだ部分がある歯の状態を『エナメル質形成不全』と言います。発生率は永久歯では
10％程度、乳歯ではそれより少ないと言われています。
　乳歯に発生する原因は、妊娠中の乳歯が作られる時期の栄養障害、服用した薬の影響や早産、喫
煙などです。永久歯に発生する原因は、生後1年以内の高熱、子どもの歯の打撲や外傷、乳歯のむし歯
に膿が溜まり感染した状態を放置することで後に生え変わる永久歯に形成不全が出る場合があります。
エナメル質形成不全の歯は、歯の質が弱くむし歯になりやすいため、かかりつけの歯科医院に相談し
ましょう。乳歯のむし歯は、早めに治療をし悪化させないことが必要です。

む し 歯
ゼロの子

大集合大集合歯歯 を大大切切に
1 月に行われた 3歳児健診で、むし歯がなかった子どもたちを紹介します。1月に行われた 3歳児健診で、むし歯がなかった子どもたちを紹介します。

　山　内　　誠 先生

山内クリニック・院長

今月のドクター

　神 馬　玲
れい

 斗
と

くん
（岩崎下）

　中村　愛
あ

優
ゆ

琉
る

くん
（大間越）

　長谷川　　蒼
あおい

くん
（北金３区）

　斉 藤　陽
はる

 希
き

くん
（相野山）

　大 沢　逢
あい

 夢
む

くん
（大間越）

母指球筋
屈筋支帯
正中神経

毛根管症候群の
しびれ・痛みの範囲
（塗りつぶし部分）



戸
籍

窓
の

1
月
21
日
〜
2
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

編・集・後・記
　

毎
年
、
県
内
各
市
町
村
が
発
行
す
る

広
報
紙
の
内
容
や
写
真
を
評
価
す
る

「
青
森
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
深
浦
町
も
応
募
し
た
と

こ
ろ
、
広
報
紙
町
村
の
部
で
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
い
つ
も
取

材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
住
民
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

話
は
変
わ
っ
て
、
先
日
、
カ
エ
ル
の

肉
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
見
る
だ
け

で
鳥
肌
が
立
ち
、
触
れ
る
人
の
気
持
ち

が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
大
嫌
い
な
カ
エ
ル
。

悔
し
い
け
ど
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
鳥

の
サ
サ
ミ
み
た
い
で
し
た
が
も
う
食
べ

ま
せ
ん
。

深
校
だ
よ
り
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お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

山　

﨑　

は　

な
（
一　

樹

純　

子
）
北
金
１
区

川　

村　
　
　

昊そ
ら

（
真　

兵

理　

恵
）
大
間
越

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
岩　

谷　

紘　

史
（
北
金
３
区
）

川　

嶋　

理　

子
（
つ
が
る
市
）

♥
佐
々
木　

昭　

宏
（
鰺
ヶ
沢
）

成　

田　

悠　

貴
（
12　
　

区
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

小
山
内　

を
よ
み
（
91
歳
）
風
合
瀬

三　

浦　

ト　

キ
（
72
歳
）
風
合
瀬

吉　

田　

信　

治
（
72
歳
）
驫

木

三　

上　

勇
次
郎
（
93
歳
）
舮

作

熊　

谷　

ま　

つ
（
95
歳
）
横

磯

黄
金
崎　

美
代
子
（
56
歳
）
舮

作

吉　

田　

ユ　

キ
（
96
歳
）
驫

木

松　

沢　

と　

み
（
83
歳
）
松

原

木　

村　

サ
ダ
子
（
95
歳
）
北
金
3
区

阪　

崎　

い
み
子
（
61
歳
）
風
合
瀬

藤　

田　

よ　

ね
（
96
歳
）
岩

坂

古　

川　

す　

よ
（
95
歳
）
岩

坂

　

谷　

貞　

巳
（
82
歳
）
岩

坂

大　

船　

千
代
志
（
75
歳
）
風
合
瀬

八
木
橋　

ハ
ツ
エ
（
95
歳
）
北
金
2
区

秋　

元　

良　

幸
（
60
歳
）
松

神

○ 

足
踏
み
の
長
き
堪
え
に
い
ま
が
あ
る 

後　

藤　

信　

柳

○ 

髪
切
っ
た
訳
な
ど
聞
か
ぬ
思
い
や
り 

乳　

井　

光　

昭

○ 

お
静
か
に
寝
息
へ
愛
を
掛
け
て
や
る 

山　

野　

茶
花
子

○ 

忘
れ
た
い
過
去
が
時
ど
き
目
を
覚
ま
す 

佐
々
木　

か
も
め

○ 

振
り
向
け
ば
母
の
小
言
が
効
い
て
く
る 

草　

野　

力　

丸

○ 

人
生
の
染
み
る
作
務
衣
を
干
し
て
い
る 

蒲　

田　

磨　

砂

○ 

仮
縫
い
の
人
生
で
し
た
土
踏
ま
ず 

浜　

町　

闊　

歩

岸
川
氏
講
演
会

　

2
月
10
日
、
今
年
で
3
年
目
を
迎
え
る
岸
川
政
之
さ
ん
の
講
演
会

に
鰺
ヶ
沢
高
等
学
校
と
合
同
で
、
本
校
1
、
2
年
次
生
が
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　

岸
川
さ
ん
は
出
身
地
で
あ
る
三
重
県
多
気
町
で
、
ド
ラ
マ
に
も

な
っ
た
「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
手
掛
け
た
人
物
と
し
て
大
変
有

名
で
全
国
各
地
に
赴
き
、
町
づ
く
り
や
地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
多
く

の
講
演
等
を
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
生
徒
ら
に
夢
が
あ
る
か
尋
ね
、「
夢
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
打
ち
込
め
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
み
ん
な
が
何
か
に
打
ち

込
み
た
い
と
思
う
と
き
に
、
町
が
協
力
し
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

れ
ば
い
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
に
多
気
町
の

高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ご
の
店
」
や
南
伊
勢
町
の
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト

な
ど
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
例
を
挙
げ
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

岸
川
さ
ん
は
「
君
た
ち
に
町
の
希
望
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
君

た
ち
が
頑
張
れ
ば
町
は
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
述
べ
、
目
標

を
持
っ
た
生
徒
が
努
力
し
て
希
望
の
学
校
に
入
学
し
た
例
を
挙
げ
、

「
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
み
ん
な
が
何
か
を

や
り
た
い
！
と
な
っ
た
ら
自
分
は
必
ず
ま
た
来
る
。」
と
、
高
校
生

に
向
け
て
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
本
校
生
徒
の
工
藤
さ
ん
と
澤
田
さ
ん
が
三
重
県
を
視
察

し
た
際
の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
深
浦
町
の
た
め

に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
て
は
い
た
が
、
実
際
に
自
分
の
町

を
愛
し
、
町
の
た
め
に
努
力
し
て
い

る
多
く
の
人
た
ち
と
直
接
会
っ
て
話

を
す
る
こ
と
で
、
深
浦
町
の
た
め
に

何
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
さ
ら

に
強
く
な
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
岸
川
さ
ん
と
工
藤
さ
ん
、

澤
田
さ
ん
、
鰺
ヶ
沢
高
校
の
生
徒
2

名
に
よ
る
座
談
会
が
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
夢
や
部
活
動
に
つ
い

て
語
っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
の
町
を

観
光
で
活
性
化
し
た
い
と
い
う
意
見

に
対
し
岸
川
さ
ん
は
、「
観
光
の
こ
と

ば
か
り
考
え
る
の
で
は
な
く
、
全
然
別
の
分
野
の
こ
と
を
経
験
し
て

い
け
ば
そ
れ
が
自
分
の
引
き
出
し
と
な
る
。
後
で
何
か
を
考
え
る
際

に
そ
の
引
き
出
し
が
活
か
さ
れ
て
い
く
の
で
、
引
き
出
し
は
多
い
ほ

う
が
い
い
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
地
域
お

こ
し
の
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
そ
の
方
法
を
自
分
だ
け
の
も
の

に
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
と
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
人
た
ち
が
そ
れ
を
も
と
に
新
た
な
方
法
を
生
み
出
し
て
い
く
。
さ

ら
に
そ
れ
を
共
有
し
て
い
け
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
ん
ど
ん
広
が

り
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
る
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
岸
川
さ
ん
の
講
演
を
聞
き
、
深
浦
町
の
た
め
に
何
か
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
生
徒
も

い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
深
浦
校
舎
と
し
て
も
深
浦
町
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
見
つ
け
て
実
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

17
名
の
卒
業
生

　

早
い
も
の
で
平
成
27
年
度
も
も
う
少
し
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
本
校
で
は
3
日
㈭
に
卒
業
式
が
行
な
わ
れ
、
17
名
が
巣
立
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
卒
業
式
前
日
の
3
月
2
日
㈬
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
3

年
間
、
各
分
野
で
活
躍
し
た
生
徒
を
た
た
え
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

○
優　

秀　

賞　

吉
田
ひ
な
乃

○
成
績
優
良
賞　

佐
々
木
果
歩
、
吉
田　

美
穂
、
山
本
真
奈
恵

○
精　

勤　

賞　

佐
々
木
果
歩
、
福
澤　
　

渚
、
山
本
真
奈
恵

○
生
徒
会
活
動
功
労
賞

　
　
　
　
　
　
　

小
山
内　

翔
、
吉
田
ひ
な
乃

○
青
森
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　

小
山
内　

翔
、
藤
原　
　

寿

○
全
国
商
業
高
等
学
校
協
会
卒
業
生
成
績
優
秀
者

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
果
歩

○
総
合
学
科
高
等
学
校
卒
業
生
成
績
優
秀
者

　
　
　
　
　
　
　

大
沢　

小
波

　

17
名
の
卒
業
生
は
1
0
0
％（
全
員
）進
学
先
、
就
職
先
が
決
定
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

【
3
月
の
主
な
行
事
】

3
月
14
日
㈪　
　

入
学
者
選
抜
合
格
発
表

3
月
17
日
㈭　
　

入
学
者
選
抜
再
募
集

3
月
23
日
㈬　
　

入
学
予
定
者
説
明
会

3
月
24
日
㈭　
　

修
了
式
・
離
任
式

3
月
25
日
㈮
〜　

年
度
末
休
業

「「
ƕ
ƴ
ƕ
ƴ

Ȓ
Ȝ
Ǫ

Ȓ
Ȝ
Ǫ
」」

広報広報ふかうらふかうら
編 集 部 の編 集 部 の
たまらないたまらない
ラ ン チラ ン チ

第９回

深浦町深浦町のの人口人口とと世帯世帯
《 2月末現在》（ ）内は前月比

　男 …… 4,210人（－ 6 ）
　女 …… 4,694人（－ 8 ）
　計 …… 8,904人（－14）
世帯数 3,843世帯（　 0 ）

深浦町の総面積　488.89㎢　

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
編
集
部

が
い
つ
も
食
べ
て
い
る
好
き
な

ラ
ン
チ
を
た
だ
た
だ
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

サ
ン
セ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

『
豚
丼
セ
ッ
ト

（
味
噌
ラ
ー
メ
ン
）』

￥
8
5
0

　

今
回
訪
れ
た
の
は
、
目
の
前

に
岡
崎
海
岸
と
弁
天
島
の
絶
景

が
広
が
り
、
広
い
駐
車
場
が
目

印
の
「
サ
ン
セ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
」。

　

今
回
注
文
し
た
の
は
、「
豚
丼

セ
ッ
ト
（
味
噌
ラ
ー
メ
ン
）」。

カ
ツ
丼
や
牛
丼
と
い
っ
た
多
種

多
様
な
丼
と
ラ
ー
メ
ン
や
そ
ば
、

う
ど
ん
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
プ
ラ
ス
1
0
0
円
で
味
噌

ラ
ー
メ
ン
に
変
更
で
き
ま
す
。

野
菜
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
味
噌

ラ
ー
メ
ン
と
ご
飯
が
進
む
味
付

け
が
さ
れ
た
豚
丼
の
セ
ッ
ト
は

心
も
お
腹
も
大
満
足
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
種
定
食
類
が

揃
い
チ
キ
ン
カ
ツ
定
食
（
￥
7

5
0
）や
野
菜
炒
め
定
食（
￥
6

5
0
）
な
ど
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー

が
並
ん
で
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
1

0
0
円
で
ご
飯
大
盛
り
も
可
能

で
す
。

　

マ
グ
ス
テ
丼
と
マ
グ
ロ
を

使
っ
た
チ
ャ
ー
ハ
ン
「
マ
グ

チ
ャ
ー
」
も
大
人
気
！

　

こ
れ
が
俺
の
た
ま
ラ
ン
チ
！

【
店
舗
情
報
】

深
浦
町
大
字
深
浦

字
岡
崎
2
2
8

‒

1

℡　

74－

4
3
3
5

定
休
日
：
日
曜
日

入賞作品の 8月号



発
行
／
青
森
県
深
浦
町　

編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3

－

7
4

－

2
1
1
1（
代
表
）

ホームページアドレス http://www.town.fukaura.lg.jp/

● このコーナーでは、１歳を迎え
たチビッコ達をご紹介します ●

14■■■広報ふかうら■

3月号
№132

このコーナーでは、元気いっぱいな園児たちの
作品をご紹介していきます 　　　　　　　　

　青い鳥保育園のなかよしたち

三　浦　京
きょう

太
た

郎
ろう

ちゃん

（父聖　 さん
母知加子さん）風合瀬

【 寄附者の紹介 】【 寄附者の紹介 】
　　ふるさと納税制度を利用したご寄附を次の方からいただきました。

　　〇東京都世田谷区　　柳　　　雅　紀　様

　　〇埼玉県川口市　　　小　櫃　和　夫　様

　　〇神奈川県横浜市　　伊　藤　政　貴　様

ありがとうございました。

（上段左から）
う ら や り の ん さん（５さい）
あ い づ ほ の か さん（５さい）
さ と う な　　み さん（６さい）
さかいり る き あ くん（５さい）
お　　の あ お い くん（５さい）
ほ ん だ し ゅ か さん（４さい）

（下段左から）
え び な こうだい くん（４さい）
こ だ ま よしまさ くん（４さい）
お　　の お う ま くん（４さい）
ほりうち しゅうと くん（４さい）

「未来に向かって「未来に向かって
はばたこう！」はばたこう！」


